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 要 旨   

 

目的：飲酒開始や、逆に禁酒により、低密度リポ蛋白コレステロール（LDL-C）および高密度

リポ蛋白コレステロール（HDL-C）がどう変化するかを明らかにする。 

 

方法：2012 年 10 月～2022 年 10 月の間に、東京都内の予防医療センターで毎年健康診断を

受診した人を対象とした。脂質低下薬を内服中の者は除外した。2回連続の健康診断において、

「飲酒開始（非飲酒継続者との比較）」と「禁酒（飲酒継続者との比較）」を解析した。標準的

な 1 ドリンクは純アルコール 10g に相当する。主要評価項目は、連続する 2 回の健康診断に

おける LDL-CおよびHDL-Cの変化量とした。 

 

結果：57,691人（平均年齢 46.8歳、女性 53.0％）を解析対象とした。禁酒の影響を評価した

コホートは 25,144人（平均年齢 49歳、女性 49.1％）で構成されていた。禁酒と LDL-Cの変

化量には以下の関連があった。：1.5 ドリンク未満/日からの禁酒：+1.10 mg/dL（95％信頼区

間(CI)：0.76〜1.45）、1.5〜3.0ドリンク/日からの禁酒：+3.71 mg/dL（95％CI：2.71〜4.71）、

3.0ドリンク以上/日からの禁酒：+6.53 mg/dL（95％CI：5.14〜7.91）。禁酒と HDL-Cの変化

量には以下の関連があった。：1.5ドリンク未満/日からの禁酒：−1.25 mg/dL（95％CI：−1.41

〜−1.09）、1.5〜3.0ドリンク/日からの禁酒：−3.35 mg/dL（95％CI：−4.41〜−2.29）、3.0ド

リンク以上/日からの禁酒：−5.65 mg/dL（95％CI：−6.28〜−5.01）一方、飲酒し始めた人達

（29,042人、107,880件の受診データ）では、LDL-Cの減少とHDL-Cの増加が観察された。 

 

結論：日本人の健診受診者を対象とした本コホート研究では、飲酒を始めることは、コレステ

ロールに関しては望ましい変化と関連したが、禁酒することは望ましくない変化と関連した。

飲酒量を減らす際には、個人レベル・集団レベルの両方から心血管疾患リスクを最適に管理す

るために、脂質の変化を注意深くモニタリングする必要がある。  


